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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数のＬＥＤランプ単体を組合せ、各種の造形
を形成することができる併合可能ＬＥＤランプを提供す
る。
【解決手段】併合可能ＬＥＤランプは、絶縁台体、ＬＥ
Ｄランプ体２０、第一導電片３０、第二導電片４０を備
え、絶縁台体は第一結合面、第二結合面を備え、２個の
結合面上にはそれぞれ相互に対応して係合する第一係合
部と第二係合部を形成し、２個の導電片３０、４０は共
に絶縁台体に固定し、共に相互に連接する内蔵部分３１
と２個の露出部分３２１、３２２を備え、露出部分３２
１、３２２は第一結合面と第二結合面において露出し、
ＬＥＤランプの２個の端子２２、２３は第一導電片３０
の内蔵部分３１と第二導電片４０の内蔵部分４１に電気
的に接続する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁台体、LEDランプ体、第一導電片、第二導電片を備え、前記絶縁台体は、少なくと
も１個の結合面ユニットを備え、前記結合面ユニットは、第一結合面、第二結合面を備え
、前記第一結合面上には、第一係合部を形成し、前記第二結合面上には、第二係合部を形
成し、しかも、前記第一係合部は、前記第二係合部に対応して係合可能で、前記第一導電
片は、前記絶縁台体に固定し、前記第二導電片は、前記絶縁台体に固定し、前記LEDラン
プ体は、前記絶縁台体に固定し、第一端子、第二端子を備え、前記第一導電片と前記第二
導電片は共に、相互に連接する内蔵部分、及び前記少なくとも１個の結合面ユニットに対
応する少なくとも１個の露出部分ユニットを備え、前記内蔵部分は前記絶縁台体内部に位
置し、前記露出部分ユニットは、２個の露出部分を備え、それぞれ前記絶縁台体の第一結
合面と第二結合面において露出し、しかも前記第一端子は、前記第一導電片の内蔵部分に
電気的に接続し、前記第二端子は、前記第二導電片の内蔵部分に電気的に接続することを
特徴とする併合可能LEDランプ。
【請求項２】
　前記絶縁台体は、正多角柱体であることを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDラ
ンプ。
【請求項３】
　前記正多角柱体は、偶数の側面を備えることを特徴とする請求項２に記載の併合可能LE
Dランプ。
【請求項４】
　前記正多角柱体は、正六角柱体で、前記少なくとも１個の結合面ユニットは、順番に相
互に隣接する３個の結合面を備え、前記正六角柱体の６個の側面を構成することを特徴と
する請求項３に記載の併合可能LEDランプ。
【請求項５】
　前記係合部は、楔形槽で、前記第二係合部は、楔形ブロックであることを特徴とする請
求項１に記載の併合可能LEDランプ。
【請求項６】
　前記楔形槽と前記楔形ブロックは、軸方向に延伸することを特徴とする請求項５に記載
の併合可能LEDランプ。
【請求項７】
　前記第一導電片と前記第二導電片は、軸方向に予定の距離を隔て、しかも共に、前記内
蔵部分において貫通孔を貫通して設置し、前記貫通孔の孔壁から軸方向に傾斜する弾力片
を延伸し、前記第一端子は、前記第一導電片の貫通孔を通過し、対応する弾力片に接触し
、前記第二端子は、前記２個の貫通孔を同時に通過し、対応する弾力片に接触することを
特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプ。
【請求項８】
　前記併合可能LEDランプは、電源コネクターを備え、前記電源コネクターは、コネクタ
ー係合構造、プラス/マイナス端子ユニットを備え、前記コネクター係合構造は、前記第
一係合部に対応して係合し、しかも前記プラス/マイナス端子ユニットは、前記コネクタ
ー係合構造において露出し、前記第一導電片の露出部分と前記第二導電片の露出部分に対
応して接触することを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプ。
【請求項９】
　前記電源コネクターはさらに、オーバーハング孔を陥没状に設置することを特徴とする
請求項８に記載の併合可能LEDランプ。
【請求項１０】
　前記絶縁台体は、順番に積み重なる３個の個別体を備え、相互に隣接する前記個別体間
には、前記第一導電片と前記第二導電片をそれぞれ挟んで設置することを特徴とする請求
項１に記載の併合可能LEDランプ。
【考案の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本考案は発光ダイオード(light-emitting diode : LED)ランプに関し、特に異なる単体
を相互に併合して構成し、多種の造形が可能な併合可能LEDランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　照明用ランプはその発明以来、電灯の構造、様式、使用形態、照明効果などにおいて大
きな変化を遂げて来た。これまでは、タングステンランプと蛍光灯が、日常的に最も普通
に目にする照明具であったが、テクノロジーの進歩に従い、軽量かつコンパクトで節電効
果を備え、輝度も十分という特徴を備える半導体技術を利用した発光ダイオードが照明装
置に広く応用され始めている。
【０００３】
　現在市場で見られる照明具の大部分は、単一の固体で構成する街路灯などのランプ、或
いは特定の用途のために、排列し設置される複数のランプなどで、例えば広い発光面を持
つ広告用看板などは、多数の単一ランプを共通のベース上に組立て構成される。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案が解決しようとする課題は、単一使用に留まっていた従来のLEDランプとは異な
る、フレキシブルに変化させた組合せが可能な併合可能LEDランプを提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１の考案は、絶縁台体、LEDランプ体、第一導電片、第二導電片を備え、前記絶
縁台体は、少なくとも１個の結合面ユニットを備え、前記結合面ユニットは、第一結合面
、第二結合面を備え、前記第一結合面上には、第一係合部を形成し、前記第二結合面上に
は、第二係合部を形成し、しかも、前記第一係合部は、前記第二係合部に対応して係合可
能で、前記第一導電片は、前記絶縁台体に固定し、前記第二導電片は、前記絶縁台体に固
定し、前記LEDランプ体は、前記絶縁台体に固定し、第一端子、第二端子を備え、前記第
一導電片と前記第二導電片は共に、相互に連接する内蔵部分、及び前記少なくとも１個の
結合面ユニットに対応する少なくとも１個の露出部分ユニットを備え、前記内蔵部分は前
記絶縁台体内部に位置し、前記露出部分ユニットは、２個の露出部分を備え、それぞれ前
記絶縁台体の第一結合面と第二結合面において露出し、しかも前記第一端子は、前記第一
導電片の内蔵部分に電気的に接続し、前記第二端子は、前記第二導電片の内蔵部分に電気
的に接続することを特徴とする併合可能LEDランプとしている。
　請求項２の考案は、前記絶縁台体は、正多角柱体であることを特徴とする請求項１に記
載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項３の考案は、前記正多角柱体は、偶数の側面を備えることを特徴とする請求項２
に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項４の考案は、前記正多角柱体は、正六角柱体で、前記少なくとも１個の結合面ユ
ニットは、順番に相互に隣接する３個の結合面を備え、前記正六角柱体の６個の側面を構
成することを特徴とする請求項３に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項５の考案は、前記係合部は、楔形槽で、前記第二係合部は、楔形ブロックである
ことを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項６の考案は、前記楔形槽と前記楔形ブロックは、軸方向に延伸することを特徴と
する請求項５に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項７の考案は、前記第一導電片と前記第二導電片は、軸方向に予定の距離を隔て、
しかも共に、前記内蔵部分において貫通孔を貫通して設置し、前記貫通孔の孔壁から軸方
向に傾斜する弾力片を延伸し、前記第一端子は、前記第一導電片の貫通孔を通過し、対応
する弾力片に接触し、前記第二端子は、前記２個の貫通孔を同時に通過し、対応する弾力
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片に接触することを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項８の考案は、前記併合可能LEDランプは、電源コネクターを備え、前記電源コネ
クターは、コネクター係合構造、プラス/マイナス端子ユニットを備え、前記コネクター
係合構造は、前記第一係合部に対応して係合し、しかも前記プラス/マイナス端子ユニッ
トは、前記コネクター係合構造において露出し、前記第一導電片の露出部分と前記第二導
電片の露出部分に対応して接触することを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDラン
プとしている。
　請求項９の考案は、前記電源コネクターはさらに、オーバーハング孔を陥没状に設置す
ることを特徴とする請求項８に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項１０の考案は、前記絶縁台体は、順番に積み重なる３個の個別体を備え、相互に
隣接する前記個別体間には、前記第一導電片と前記第二導電片をそれぞれ挟んで設置する
ことを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプとしている。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案は、異なる単体間を相互に併合して構成し、多種の造形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本考案第一実施例の併合可能LEDランプの分解図である。
【図２】図１のLEDランプ体と導電片の相対関係を示す概略図である。
【図３】本考案第一実施例の併合可能LEDランプの組立て図である。
【図４】複数の併合可能LEDランプの併合概略図である。
【図５】複数の併合可能LEDランプがハート型組成体を形成する概略図である。
【図６】本考案第二実施例の併合可能LEDランプの分解図である。
【図７】本考案第二実施例の併合可能LEDランプの組立て図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
　以下に図面を参照しながら本考案を実施するための最良の形態について詳細に説明する
。
【０００９】
　それぞれ本考案第一実施例の併合可能LEDランプの分解図、図１のLEDランプ体と導電片
の相対関係を示す概略図、本考案第一実施例の併合可能LEDランプの組立て図である図１
、２、３に示すように、併合可能LEDランプは、絶縁台体１０、LEDランプ体２０、第一導
電片３０、第二導電片４０を備える。絶縁台体１０は、３個の個別体１０１、１０２、１
０３から構成し、底層の個別体１０３から第二導電片４０、個別体１０２、第一導電片３
０、個別体１０１と、順番に上方へと積み重なる。
【００１０】
　最上層の個別体１０１は、X軸の方向に沿って、ランプ体槽１１を貫通して設置し、そ
の中にLEDランプ体２０を収容設置する。個別体１０３上には、３個の係合固定柱１０４
を突出させ設置する。上記した各部品を実際に組立てる時には、係合固定柱１０４を順番
に、第二導電片４０、個別体１０２、第一導電片３０に通し、最後に最上層の個別体１０
１の軸方向に設置する３個の係合固定孔１０５に係合して固定する。最良な方式としては
、超音波溶接方式を利用して、係合固定柱１０４を孔中に融合させる。
【００１１】
　よって、組立て後の第一導電片３０、第二導電片４０、LEDランプ体２０はすべて絶縁
台体１０中に固定される。特に、LEDランプ体２０は、そのフランジ２１により、個別体
１０１の底部において接触して定位する。図に示すように、組立て完成後の絶縁台体１０
は、正六角柱体で、６個の側面を備え、相互に隣接する両側面は、結合面ユニットとなり
、絶縁台体１０は順番に隣同士が接合する３個の結合面ユニットを備える。
【００１２】
　ここでは、その内の１個の結合面ユニット１２を例として説明する。他の結合面ユニッ
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トは相同の構造を備える。結合面ユニット１２は、第一結合面１２１、第二結合面１２２
を備える。第一結合面１２１上には、軸方向に延伸する楔形槽である第一係合部１３を形
成する。第二結合面１２２上にも、軸方向に延伸する楔形槽である第二係合部１４を形成
する。これにより、第一係合部１３は、第二係合部１４に対応して係合可能である。
【００１３】
　第一導電片３０は、内蔵部分３１、及び内蔵部分３１から外へと延伸する３個の露出部
分ユニット３２を備える。各露出部分ユニット３２は、２個の露出部分３２１、３２２を
備え、その位置は、絶縁台体１０の第一結合面１２１と第二結合面１２２に対応する。こ
れにより、内蔵部分３１は、絶縁台体１０内に覆われ、露出部分３２１、３２２は、それ
ぞれ第一結合面１２１と第二結合面１２２において露出する。別に、第一導電片３０の内
蔵部分３１には、貫通孔３３を貫通して設置し、貫通孔３３の孔壁から軸方向に傾斜する
弾力片３４を延伸する。
【００１４】
　第二導電片４０は、第一導電片３０に類似しており、同様に内蔵部分４１、及び内蔵部
分４１から外へと延伸する３個の露出部分ユニット４２を備える。各露出部分ユニット４
２は、２個の露出部分４２１、４２２を備え、それぞれ第一結合面１２１と第二結合面１
２２において露出する。内蔵部分４１は、同様に絶縁台体１０内に覆われ、貫通孔４３を
貫通して設置し、貫通孔４３の孔壁から軸方向に傾斜する弾力片４４を延伸する。
【００１５】
　本実施例中では、露出部分３２１、４２１は、面積が比較的大きい弾力片構造を呈し、
露出部分３２２、４２２は、導電片体の横断面区域のみである。
【００１６】
　組立て後には、第一導電片３０と第二導電片４０は、個別体１０２により区画され、軸
方向に相互に予定距離を隔てる。LEDランプ体２０の短い方の第一端子２２はプラス極で
、第一導電片３０の貫通孔３３を通過し、第一導電片３０の弾力片３４に接触する。LED
ランプ体２０の長い方の第二端子２３はマイナス極で、２個の貫通孔３３、４３を同時に
通過し、第二導電片４０の弾力片４４に接触する。よって、第一端子２２は、第一導電片
３０に電気的に接続し、第二端子２３は、第二導電片４０に電気的に接続する。この種の
弾力片式接触の設計により、LEDランプ体２０と２個の導電片３０、４０との間の接触は
より緊密となり、導電の安定性を確保することができる。
【００１７】
　上記したプラス、マイナス極と長短の端子の対応関係は、例に過ぎず、これに限定する
ものではない。
【００１８】
　図３では、組立て後の併合可能LEDランプのほかに、専用の電源コネクター５０を示す
。電源コネクター５０は、コネクター係合構造５１、プラス/マイナス端子ユニット５２
を備える。コネクター係合構造５１は、楔形ブロックであるため、楔形槽状を呈する第一
係合部１３に対応して係合する。電源コネクター５０のプラス/マイナス端子ユニット５
２は、コネクター係合構造５１に露出する。よって、電源コネクター５０は、そのコネク
ター係合構造５１により、絶縁台体１０の第一係合部１３に軸方向に係合する時、プラス
/マイナス端子ユニット５２は第一導電片３０の露出部分３２１と第二導電片４０の露出
部分４２１に対応して接触し、こうして導電の目的を達成する。　
【００１９】
　本実施例の特徴は、プラス/マイナス端子ユニット５２の露出部分５２２と外部伝送線
５２１が、異なる平面上にあることである(図では、相互に垂直を呈する)。露出部分と伝
送線が異なる平面に位置する電源コネクターとすることで、実際に組立てを行なう際には
、さらに広いフレキシブル性を発揮し、相互干渉を回避することができる。
【００２０】
　電源コネクター５０はさらに、オーバーハング孔５３を陥没状に設置し、これにより相
互に結合する電源コネクター５０とLEDランプを、壁面に吊り下げることができる。
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【００２１】
　複数の併合可能LEDランプの併合概略図である図４に示すように、併合可能LEDランプ６
１は、その楔形槽と楔形ブロックにより、併合可能LEDランプ６２の楔形ブロック及び併
合可能LEDランプ６３の楔形槽に軸方向に係合する。しかも、係合した状態において、楔
形ブロックと楔形槽面上の相互に対応する露出部は、相互に接触し、電気的接続を構成す
る。すなわち、併合可能LEDランプは無限に組み合わせることができる。
【００２２】
　複数の併合可能LEDランプがハート型組成体を形成する概略図である図５に示すように
、図３及び図４に示す構造を利用し、例えば、ハート型のLEDランプ組成体６４などの各
種異なる形状のLEDランプ組成体を、使用者は簡単に組み合わせることができる。また、
電源コネクター６５のオーバーハング孔６５１により、このLEDランプ組成体は看板壁面
などの任意の位置に掛けることができる。しかも、電源コネクター６５の接続位置には、
点線が示す接続位置のように、制限がないため、任意の併合可能LEDランプは、すべて対
応して相互に係合、接続が可能である。
【００２３】
　本考案第二実施例の併合可能LEDランプの分解図である図６、本考案第二実施例の併合
可能LEDランプの組立て図である図７に示すように、本実施例のLEDランプも同様に、絶縁
台体７０、LEDランプ体７４、第一導電片７５、第二導電片７６を備える。絶縁台体７０
も同様に、上から下へと３個の個別体７１、７２、７３を備えるが、その外形は、上記し
た実施例とは異なる。図に示すように、個別体７１の軸方向の長さは、組立て後LEDラン
プ完成品の軸方向の長さに近い。
【００２４】
　最上層の個別体７１は、六面柱体で、同様に図中の第一結合面７１１、第二結合面７１
２のように相互に隣接する両側面は、結合面ユニットとなる。最上層の個別体７１は、順
番に隣同士が接合する３個の結合面ユニットを備える。第一結合面７１１上には、軸方向
に延伸する楔形槽である第一係合部７７を形成する。第二結合面７１２上には、軸方向に
延伸する楔形ブロックである第二係合部７８を形成する。これにより、第一係合部７７は
、第二係合部７８に対応して係合可能である。
【００２５】
　各部品の組立て方式は、上記した実施例に類似しており、下から上へと順番に、個別体
７３、第二導電片７６、個別体７２、第一導電片７５、LEDランプ体７４、個別体７１を
積み重ねる。LEDランプ体７４は、最上層の個別体７１のX軸方向に沿って、ランプ体槽７
１３を貫通して設置し、その中に収容設置する。
【００２６】
　各導電片７５、７６も、同様に、内蔵部分７５１、７６２、及び露出部分ユニットを備
えるが、本実施例中では、各露出部分ユニットの２個の露出部分７５２、７６２は共に、
面積が大きい弾力片構造である。
【００２７】
　第一係合部７７と各第二係合部７８は共に、軸方向に予定の長さの組立て長槽７７１、
７８１を陥没状に設置する。２個の導電片７５、７６の露出部分７５２、７６２、及び個
別体７２の６個の突出部位７２１、７２２、及び個別体７３の３個の突出部位７３１は、
組立て長槽７７１、７８１中に係合して固定され、続いて、超音波溶接方式により、各個
別体を適当に溶接し、封鎖の目的を達成する。組立て後のLEDランプ体７４の２個の端子
は、同様に、第一導電片７５と第二導電片７６にそれぞれ電気的に接続する。
【００２８】
　上記の本考案名称と内容は、本考案技術内容の説明に用いたのみで、本考案を限定する
ものではない。本考案の精神に基づく等価応用或いは部品（構造）の転換、置換、数量の
増減はすべて、本考案の保護範囲に含むものとする。
【符号の説明】
【００２９】
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１０、７０　絶縁台体
１０１、１０２、１０３、７１、７２、７３　個別体
１０４　係合固定柱
１０５　係合固定孔
１１、７１３　ランプ体槽
１２　結合面ユニット
１２１、７１１　第一結合面
１２２、７１２　第二結合面
１３、７７　第一係合部
１４、７８　第二係合部
２０、７４　LEDランプ体
２１　フランジ
２２　第一端子
２３　第二端子
３０、７５　第一導電片
３１、４１、７５１、７６１　内蔵部分
３２、４２　露出部分ユニット
３２１、３２２、４２１、４２２、７５２、７６２　露出部分
３３、４３　貫通孔
３４、４４　弾力片
４０、７６　第二導電片
５０、６５　電源コネクター
５１　コネクター係合構造
５２　プラス/マイナス端子ユニット
５２１　外部伝送線
５２２　露出部分
５３、６５１　オーバーハング孔
６１、６２、６３　併合可能LEDランプ
６４　LEDランプ組成体
７２１、７２２、７３１　突出部位
７７１、７８１　組立て長槽
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　請求項１の考案は、絶縁台体、LEDランプ体、第一導電片、第二導電片を備え、前記絶
縁台体は、少なくとも１個の結合面ユニットを備え、前記結合面ユニットは、第一結合面
、第二結合面を備え、前記第一結合面上には、第一係合部を形成し、前記第二結合面上に
は、第二係合部を形成し、しかも、前記第一係合部は、前記第二係合部に対応して係合可
能で、前記第一導電片は、前記絶縁台体に固定し、前記第二導電片は、前記絶縁台体に固
定し、前記LEDランプ体は、前記絶縁台体に固定し、第一端子、第二端子を備え、前記第
一導電片と前記第二導電片は共に、相互に連接する内蔵部分、及び前記少なくとも１個の
結合面ユニットに対応する少なくとも１個の露出部分ユニットを備え、前記内蔵部分は前
記絶縁台体内部に位置し、前記露出部分ユニットは、２個の露出部分を備え、それぞれ前
記絶縁台体の第一結合面と第二結合面において露出し、しかも前記第一端子は、前記第一
導電片の内蔵部分に電気的に接続し、前記第二端子は、前記第二導電片の内蔵部分に電気
的に接続することを特徴とする併合可能LEDランプとしている。
　請求項２の考案は、前記絶縁台体は、正多角柱体であることを特徴とする請求項１に記
載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項３の考案は、前記正多角柱体は、偶数の側面を備えることを特徴とする請求項２
に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項４の考案は、前記正多角柱体は、正六角柱体で、前記少なくとも１個の結合面ユ
ニットは、順番に相互に隣接する３個の結合面を備え、前記正六角柱体の６個の側面を構
成することを特徴とする請求項３に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項５の考案は、係合部は、楔形槽で、前記第二係合部は、楔形ブロックであること
を特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項６の考案は、前記楔形槽と前記楔形ブロックは、軸方向に延伸することを特徴と
する請求項５に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項７の考案は、前記第一導電片と前記第二導電片は、軸方向に予定の距離を隔て、
しかも共に、前記内蔵部分において貫通孔を貫通して設置し、前記貫通孔の孔壁から軸方
向に傾斜する弾力片を延伸し、前記第一端子は、前記第一導電片の貫通孔を通過し、対応
する弾力片に接触し、前記第二端子は、２個の貫通孔を同時に通過し、対応する弾力片に
接触することを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項８の考案は、前記併合可能LEDランプは、電源コネクターを備え、前記電源コネ
クターは、コネクター係合構造、プラス/マイナス端子ユニットを備え、前記コネクター
係合構造は、前記第一係合部に対応して係合し、しかも前記プラス/マイナス端子ユニッ
トは、前記コネクター係合構造において露出し、前記第一導電片の露出部分と前記第二導
電片の露出部分に対応して接触することを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDラン
プとしている。
　請求項９の考案は、前記電源コネクターはさらに、オーバーハング孔を陥没状に設置す
ることを特徴とする請求項８に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項１０の考案は、前記絶縁台体は、順番に積み重なる３個の個別体を備え、相互に
隣接する前記個別体間には、前記第一導電片と前記第二導電片をそれぞれ挟んで設置する
ことを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプとしている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　係合部は、楔形槽で、前記第二係合部は、楔形ブロックであることを特徴とする請求項
１に記載の併合可能LEDランプ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　前記第一導電片と前記第二導電片は、軸方向に予定の距離を隔て、しかも共に、前記内
蔵部分において貫通孔を貫通して設置し、前記貫通孔の孔壁から軸方向に傾斜する弾力片
を延伸し、前記第一端子は、前記第一導電片の貫通孔を通過し、対応する弾力片に接触し
、前記第二端子は、２個の貫通孔を同時に通過し、対応する弾力片に接触することを特徴
とする請求項１に記載の併合可能LEDランプ。
【手続補正書】
【提出日】平成21年6月3日(2009.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　請求項１の考案は、絶縁台体、LEDランプ体、第一導電片、第二導電片を備え、前記絶
縁台体は、少なくとも１個の結合面ユニットを備え、前記結合面ユニットは、第一結合面
、第二結合面を備え、前記第一結合面上には、第一係合部を形成し、前記第二結合面上に
は、第二係合部を形成し、しかも、前記第一係合部は、前記第二係合部に対応して係合可
能で、前記第一導電片は、前記絶縁台体に固定し、前記第二導電片は、前記絶縁台体に固
定し、前記LEDランプ体は、前記絶縁台体に固定し、第一端子、第二端子を備え、前記第
一導電片と前記第二導電片は共に、相互に連接する内蔵部分、及び前記少なくとも１個の
結合面ユニットに対応する少なくとも１個の露出部分ユニットを備え、前記内蔵部分は前
記絶縁台体内部に位置し、前記露出部分ユニットは、２個の露出部分を備え、それぞれ前
記絶縁台体の第一結合面と第二結合面において露出し、しかも前記第一端子は、前記第一
導電片の内蔵部分に電気的に接続し、前記第二端子は、前記第二導電片の内蔵部分に電気
的に接続することを特徴とする併合可能LEDランプとしている。
　請求項２の考案は、前記絶縁台体は、正多角柱体であることを特徴とする請求項１に記
載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項３の考案は、前記正多角柱体は、偶数の側面を備えることを特徴とする請求項２
に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項４の考案は、前記正多角柱体は、正六角柱体で、前記少なくとも１個の結合面ユ
ニットは、順番に相互に隣接する３個の結合面を備え、前記正六角柱体の６個の側面を構
成することを特徴とする請求項３に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項５の考案は、第一係合部は、楔形槽で、前記第二係合部は、楔形ブロックである
ことを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項６の考案は、前記楔形槽と前記楔形ブロックは、軸方向に延伸することを特徴と
する請求項５に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項７の考案は、前記第一導電片と前記第二導電片は、軸方向に予定の距離を隔て、
しかも共に、前記内蔵部分において貫通孔を貫通して設置し、前記貫通孔の孔壁から軸方
向に傾斜する弾力片を延伸し、前記第一端子は、前記第一導電片の貫通孔を通過し、対応
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する弾力片に接触し、前記第二端子は、２個の貫通孔を同時に通過し、対応する弾力片に
接触することを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項８の考案は、前記併合可能LEDランプは、電源コネクターを備え、前記電源コネ
クターは、コネクター係合構造、プラス/マイナス端子ユニットを備え、前記コネクター
係合構造は、前記第一係合部に対応して係合し、しかも前記プラス/マイナス端子ユニッ
トは、前記コネクター係合構造において露出し、前記第一導電片の露出部分と前記第二導
電片の露出部分に対応して接触することを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDラン
プとしている。
　請求項９の考案は、前記電源コネクターはさらに、オーバーハング孔を陥没状に設置す
ることを特徴とする請求項８に記載の併合可能LEDランプとしている。
　請求項１０の考案は、前記絶縁台体は、順番に積み重なる３個の個別体を備え、相互に
隣接する前記個別体間には、前記第一導電片と前記第二導電片をそれぞれ挟んで設置する
ことを特徴とする請求項１に記載の併合可能LEDランプとしている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　第一係合部は、楔形槽で、前記第二係合部は、楔形ブロックであることを特徴とする請
求項１に記載の併合可能LEDランプ。
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